
議案第３４号の参考資料

熊谷市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案新

旧対照表  

熊谷市消防団員等公務災害補償条例（平成１７年条例第２２６

号）  

（下線部分は改正部分）

改 正 案 現 行 

（ 補 償 基 礎 額 ）

第 ５ 条 （ 略 ）

２ 前 項 の 補 償 基 礎 額 は 、 次 に 定 め る と

こ ろ に よ る 。

⑴ （ 略 ）

⑵ 消 防 作 業 従 事 者 、 救 急 業 務 協 力 者

若 し く は 水 防 従 事 者 又 は 応 急 措 置 従

事 者 （ 以 下 「 消 防 作 業 従 事 者 等 」 と

い う 。）が 消 防 作 業 等 に 従 事 し 、若 し

く は 救 急 業 務 に 協 力 し 又 は 応 急 措 置

の 業 務 に 従 事 し た こ と に よ り 死 亡

し 、負 傷 し 、若 し く は 疾 病 に か か り 、

又 は 消 防 作 業 等 に 従 事 し 、 若 し く は

救 急 業 務 に 協 力 し 、 又 は 応 急 措 置 の

業 務 に 従 事 し た こ と に よ る 負 傷 若 し

く は 疾 病 に よ り 死 亡 し 、 若 し く は 障

害 が あ る 状 態 と な っ た 場 合 に あ っ て

は 、 ９ ， ７ ０ ０ 円 と す る 。 た だ し 、

そ の 額 が 、 そ の 者 の 通 常 得 て い る 収

入 の 日 額 に 比 し て 公 正 を 欠 く と 認 め

ら れ る と き は 、 １ 万 ４ ， ５ ０ ０ 円 を

超 え な い 範 囲 内 に お い て こ れ を 増 額

し た 額 と す る こ と が で き る 。

３  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者

で 、 非 常 勤 消 防 団 員 若 し く は 非 常 勤 水

防 団 員 又 は 消 防 作 業 従 事 者 、 救 急 業 務

協 力 者 、 水 防 従 事 者 若 し く は 応 急 措 置

従 事 者 （ 以 下 「 非 常 勤 消 防 団 員 等 」 と

い う 。）の 事 故 発 生 日 に お い て 、他 に 生

計 の み ち が な く 主 と し て 非 常 勤 消 防 団

員 等 の 扶 養 を 受 け て い た も の を 扶 養 親

族 と し 、 扶 養 親 族 の あ る 非 常 勤 消 防 団

員 等 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 に よ る 金

額 に 、 第 １ 号 に 該 当 す る 扶 養 親 族 に つ

い て は １ ０ ０ 円 を 、 第 ２ 号 に 該 当 す る

扶 養 親 族 に つ い て は １ 人 に つ き ３ ８ ３

（ 補 償 基 礎 額 ）

第 ５ 条 （ 略 ）

２ 前 項 の 補 償 基 礎 額 は 、 次 に 定 め る と

こ ろ に よ る 。

⑴ （ 略 ）

⑵ 消 防 作 業 従 事 者 、 救 急 業 務 協 力 者

若 し く は 水 防 従 事 者 又 は 応 急 措 置 従

事 者 （ 以 下 「 消 防 作 業 従 事 者 等 」 と

い う 。）が 消 防 作 業 等 に 従 事 し 、若 し

く は 救 急 業 務 に 協 力 し 又 は 応 急 措 置

の 業 務 に 従 事 し た こ と に よ り 死 亡

し 、負 傷 し 、若 し く は 疾 病 に か か り 、

又 は 消 防 作 業 等 に 従 事 し 、 若 し く は

救 急 業 務 に 協 力 し 、 又 は 応 急 措 置 の

業 務 に 従 事 し た こ と に よ る 負 傷 若 し

く は 疾 病 に よ り 死 亡 し 、 若 し く は 障

害 が あ る 状 態 と な っ た 場 合 に あ っ て

は 、 ９ ， １ ０ ０ 円 と す る 。 た だ し 、

そ の 額 が 、 そ の 者 の 通 常 得 て い る 収

入 の 日 額 に 比 し て 公 正 を 欠 く と 認 め

ら れ る と き は 、 １ 万 ４ ， ２ ０ ０ 円 を

超 え な い 範 囲 内 に お い て こ れ を 増 額

し た 額 と す る こ と が で き る 。

３  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者

で 、 非 常 勤 消 防 団 員 若 し く は 非 常 勤 水

防 団 員 又 は 消 防 作 業 従 事 者 、 救 急 業 務

協 力 者 、 水 防 従 事 者 若 し く は 応 急 措 置

従 事 者 （ 以 下 「 非 常 勤 消 防 団 員 等 」 と

い う 。）の 事 故 発 生 日 に お い て 、他 に 生

計 の み ち が な く 主 と し て 非 常 勤 消 防 団

員 等 の 扶 養 を 受 け て い た も の を 扶 養 親

族 と し 、 扶 養 親 族 の あ る 非 常 勤 消 防 団

員 等 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 に よ る 金

額 に 、 第 １ 号 又 は 第 ３ 号 か ら 第 ６ 号 ま

で の い ず れ か に 該 当 す る 扶 養 親 族 に つ

い て は １ 人 に つ き ２ １ ７ 円 を 、 第 ２ 号

№２２
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改 正 案 現 行 

円 を 、 第 ３ 号 か ら 第 ６ 号 ま で の い ず れ

か に 該 当 す る 扶 養 親 族 に つ い て は １ 人

に つ き ２ １ ７ 円 を 、 そ れ ぞ れ 加 算 し て

得 た 額 を も っ て 補 償 基 礎 額 と す る 。  

⑴ ～ ⑹  （ 略 ）  

４  扶 養 親 族 た る 子 の う ち に １ ５ 歳 に 達

す る 日 後 の 最 初 の ４ 月 １ 日 か ら ２ ２ 歳

に 達 す る 日 以 後 の 最 初 の ３ 月 ３ １ 日 ま

で の 間 に あ る 子 が い る 非 常 勤 消 防 団 員

等 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 １ ６ ７ 円 に 当 該 期 間 に あ る 当 該 扶

養 親 族 た る 子 の 数 を 乗 じ て 得 た 額 を 同

項 の 規 定 に よ る 額 に 加 算 し た 額 を も っ

て 補 償 基 礎 額 と す る 。  

別 表 （ 第 ５ 条 関 係 ）

補 償 基 礎 額 表

階 級 勤 務 年 数

１０年未満 １０年以上 

２０年未満 

２０年以上 

団 長 及 び

副 団 長

１２，９００ 

円

１３，７００

円

１４，５００

円

分団長及び

副分団長 

１１，３００

円

１２，１００

円

１２，９００

円

部長、班長

及び団員 

９，７００

円

１０，５００

円

１１，３００

円

 備 考 （ 略 ）

に 該 当 す る 扶 養 親 族 に つ い て は １ 人 に

つ き ３ ３ ３ 円 を 、 そ れ ぞ れ 加 算 し て 得

た 額 を も っ て 補 償 基 礎 額 と す る 。  

⑴ ～ ⑹  （ 略 ）

４ 扶 養 親 族 た る 子 の う ち に １ ５ 歳 に 達

す る 日 後 の 最 初 の ４ 月 １ 日 か ら ２ ２ 歳

に 達 す る 日 以 後 の 最 初 の ３ 月 ３ １ 日 ま

で の 間 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 特 定 期

間 」と い う 。）に あ る 子 が い る 非 常 勤 消

防 団 員 等 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 １ ６ ７ 円 に 特 定 期 間 に あ る

当 該 扶 養 親 族 た る 子 の 数 を 乗 じ て 得 た

額 を 同 項 の 規 定 に よ る 額 に 加 算 し た 額

を も っ て 補 償 基 礎 額 と す る 。  

別 表 （ 第 ５ 条 関 係 ）

補 償 基 礎 額 表

階 級 勤 務 年 数

１０年未満 １０年以上 

２０年未満 

２０年以上 

団 長 及 び

副 団 長

１２，５００

円

１３，３５０

円

１４，２００

円

分団長及び

副分団長 

１０，８００

円

１１，６５０

円 

１２，５００

円

部長、班長

及び団員 

９，１００

円

９，９５０

円

１０，８００

円

 備 考 （ 略 ）
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